
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 中部学院大学 
設置者名 学校法人岐阜済美学院 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間福祉学部 

人間福祉学科 
夜 ・

通信 

6 8 

- 14 13   

人間福祉学科 

(介護福祉士取得希望者) 

夜 ・

通信 
 14 13   

人間福祉学科 

(精神保健福祉士取得希望者) 

夜 ・

通信 
 14 13   

人間福祉学部 

通信教育課程 

人間福祉学科 
夜 ・

通信 

- 14  

- 14 13  

人間福祉学科 

(社会福祉士取得希望者) 

夜 ・

通信 
 14 13  

人間福祉学科 

(精神保健福祉士取得希望者) 

夜 ・

通信 
 14 13  

教育学部 

子ども教育学科 

(小学校・中学校教諭コース) 

夜 ・

通信 

6 

7 

 13 13  

子ども教育学科 

(幼稚園教諭・保育士コース) 

夜 ・

通信 
 13 13   

看護リハビリテ

ーション学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
- 

7 13 13   

看護学科 
夜 ・

通信 
8 14 13   

スポーツ健康科

学部 

スポーツ健康科

学科 

夜 ・

通信 
- 7 13 13   

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学公式ホームページに｢実務経験のある教員等による授業科目｣の一覧表を掲

載し、公表している。ＵＲＬ：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/hutankeigen/ 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 中部学院大学 
設置者名 学校法人岐阜済美学院 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学公式ホームページに｢理事（役員）名簿｣の一覧表を掲載し、公表している。 

ＵＲＬ：https://gifuseibigakuin.jp/files/disclosure/directors.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
福祉施設 

総合施設長 

2025.6.18 

～ 

※ 

①学院運営 

②教育の充実 

③研究活動の活性化等 

非常勤 
元・県立美術館 

館長 

2025.6.18 

～ 

※ 

①学院運営 

②教育の充実 

③国際化推進等 

非常勤 
元・民間企業 

代表取締役社長 

2025.6.18 

～ 

※ 

①学院運営 

②組織運営 

③財務等 

非常勤 
社会福祉法人 

専務理事・事務局長 

2025.6.18 

～ 

※ 

①学院運営 

②高大連携 

③学生・生徒・児童支援等 

非常勤 
私立大学 

教授 

2025.6.18 

～ 

※ 

①学院運営 

②教育の充実 

③研究活動の活性化等 

非常勤 
法律事務所 

弁護士 

2025.6.18 

～ 

※ 

①学院運営 

②組織運営 

③地域を志向した教育等 

（備考） 

※：選任後３年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員会の 

  終結のときまで 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 中部学院大学 
設置者名 学校法人岐阜済美学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 本学では、すべての授業科目でシラバスを作成している。シラバスの形式(記述項

目)は、「到達目標」、「授業概要」、「授業計画」、「予習・復習」、「評価方法」、「受講上

の注意事項」、「テキスト及び参考文献」の 7区分である。シラバスは、担当教員によ

って記載の観点が不統一にならないようにするため、教務委員会が策定する「シラバ

ス作成要領」に従い作成を行うこととしている。 

 本学のシラバスは、紙媒体の配布は行わず WEBシステムから閲覧する方法となって

いる。このため学生、教職員は、WEB を通してシラバスを閲覧する。また、シラバス

は、WEBを通して学外にも公開している。 

授業計画書の公表方法 https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 本学では、授業における評価方法・評価基準を中部学院大学学則及び中部学院大学

学内試験及び試験の評価に関する規程において｢試験の評価は、Ｓ，Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤ

とし、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とする。｣と定めている。また、当該規程に基づき、授

業科目毎に評価方法と評価基準を定め、シラバスで明示し、学生への周知を行なって

いる。 

 また、学生の学習意欲の把握では、｢出席管理システム｣を導入し、欠席が続く等の

学生の状況を学科や教務課、ゼミナール担当教員が把握できる仕組みを取り入れてい

る。 

 さらに、全ての授業科目において｢授業に関する調査(授業評価)｣アンケートを実施

し、当該結果を学内の IR 推進センター等で分析し、学内全体にフィードバックして

いる。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 本学では、ＧＰＡ制度を導入している。ＧＰＡは定期試験に基づく成績評価(Ｓから

Ｄの 5 段階)を４から０までのグレードポイント(点数)に置き換え、その合計を履修

登録した授業科目の総単位数で割った平均点数で表している。 

 また、ＧＰＡの算出方法等については、学生に対しては『履修要項』において周知

し、学外に対しては学生の成績の分布状況とともに大学ホームページに公表してい

る。 

 本学学生の成績の分布状況については、ＧＰＡの数値に基づき、その分布状況を確

認することにより、把握している。また、当該分布状況については、大学ホームペー

ジに公開し、学外に対して公表することとしている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/hutankeigen/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 本学においては、別に示す各学科のディプロマポリシーに基づき、卒業を認定して

いる。また、ディプロマポリシーは、大学ＨＰに掲載し、学外にも公表している。  

 中部学院大学学則第 22 条で｢本学に 4 年以上在学し、第 12 条に定める所定の単位

を修得した者には、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。｣とし、中部学院大学

学位規則において授与する学位の専攻分野名称を規定している。 

 学位授与に至るまでの手続きは、これらの規程に基づき、教務委員会で卒業認定の

事前審議を行い、教授会において卒業判定を審議する。 

 また、卒業に必要な単位数については、履修要項に記載し、あらかじめ学生に周知

している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/ 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 
中部学院大学 

(人間福祉学部人間福祉学科通信教育課程) 
設置者名 学校法人岐阜済美学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 本通信教育課程では、学習の補助教材として『学習ガイドブック』を毎年度発行し

ている。『学習ガイドブック』は、授業内容や到達目標の他、科目(学習)の狙いや評価

ポイントなどを明記している。 

『学習ガイドブック』に記載すべき事項等は、学内通信教育部会議が策定した「『学

習ガイドブック』作成要綱」に定めている。また、当該要綱に基づき、毎年度、担当

教員が作成・修正した『学習ガイドブック』を学内通信教育部会議において点検し、

必要な場合は、科目担当教員に対して修正が指示される。 

 

【授業計画の作成・公表時期】 

 『学習ガイドブック』は、紙媒体(冊子版)で学生に配付(4 月より)する他、通信教

育部 WEBページより公表（開講年度の前年度３月頃より随時）している。 

授業計画書の公表方法 
https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/downloads/202504_guide1/ 

https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/downloads/202504_guide2/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本通信教育課程では、授業における評価方法・評価基準を中部学院大学通信教育部

規程及び中部学院大学通信教育部学内試験及び試験の評価に関する規程において「試

験の評価は、Ｓ，Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤとし、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とする。」と定めて

いる。 

また、授業科目毎に評価基準を定め、学生に対しては、『学習ガイドブック』におい

て評価の観点・基準を明示・周知している。 

なお、本通信教育課程における各科目の修了試験は、科目形態によって「科目修了

試験」、「スクーリング修了試験」に区分して、実施方法を定めている。 

① 科目修了試験 

「レポート科目」の場合、科目に課せられる提出課題に合格した者が「科目修了

試験」の受験資格が得られる。提出課題は 100点満点中 80点以上の成績で合格(可)

とし、修了試験では、100点満点中 60点以上を合格とする。 

②スクーリング修了試験 

「スクーリング科目」及び「レポート・スクーリング併用科目」の場合、当該ス

クーリングの受講後に「スクーリング修了試験」の受験資格が与えられる。なお、

「レポート・スクーリング併用科目」では、提出課題に合格しなければスクーリン

グを受講できない。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本通信教育課程ではＧＰＡ制度を導入により、客観的な指標を設定している。ＧＰ

Ａの算出は、成績評価を受けた科目の単位数にグレードポイント（ＧＰ）を乗じた数

に、成績評価を受けた科目の単位数で除した数としている。ただし、認定（Ｎ）評価

はＧＰＡの対象外として成績評価を受けた科目の単位数にも含めない。 

また、学外に対しては学生の成績分布状況を大学ホームページに公開する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/hutankeigen/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 本通信教育課程の学位授与にあたっては、学生の卒業申請に基づき通信教育部会

議内に卒業判定会議を設けて判定を行っている。 

卒業判定は、申請者(学生)の在学年数が通信教育部規程に定める年数に達している

か、また、卒業必修科目を含め卒業要件単位数を修得しているかを前提としている。

この内容については『学習のしおり』 において明記するとともに、卒業申請を希望す

る学生に向けた冊子『卒業申請要項』でも説明を行う。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/about/policy.html 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 中部学院大学 
設置者名 学校法人岐阜済美学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://gifuseibigakuin.jp/disclosure/ 
収支計算書又は損益計算書 https://gifuseibigakuin.jp/disclosure/ 
財産目録 https://gifuseibigakuin.jp/disclosure/ 
事業報告書 https://gifuseibigakuin.jp/disclosure/ 
監事による監査報告（書） https://gifuseibigakuin.jp/disclosure/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/accreditation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/accreditation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間福祉学部 人間福祉学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/） 

（概要） 

 社会福祉における諸問題に対応できる理論と技術について教授、研究し、幅広い教養及

び深い専門的知識を基盤に福祉社会に貢献し得る人材を養成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 人間福祉学科（以下「本学科」という）では、本学科の課程を修め、124 単位の単位修得

と必修等の条件を充たしたうえで、幅広い教養と社会福祉学に関する深い知識・技術を修

得し、福祉専門職にふさわしい実践力の基礎を持った人材として、下記の力を身につけた

者に学位（学士（人間福祉学））を授与します。 

 

1.自律的で意欲的な態度 

 社会福祉・地域貢献に従事する者として、人間の生活や社会のあるべき姿に関心をもち、

全ての人が疎外されることなく安全で幸せな生活が保障されるよう、自らの役割と使命を

自覚することができる。 

 

2.社会や他者に能動的に貢献する姿勢 

 社会福祉・地域貢献に従事する者として、社会福祉と人権の歴史と理念を修め、社会の

変化に応じた専門的な知識と技術を修得し、エビデンスに基づき能動的に行動することが

できる。 

 

3.対象理解のためのチームワーク構築 

 社会福祉・地域貢献に従事する者として、対象者の多様性やすべての人の最善の利益を

理解し、あらゆる場面において、多職種との連携・協働を行うことができる。 

 

4.問題発見・解決力の発揮 

 社会福祉・地域貢献に従事する者として、人や地域社会に対する理解を深め、諸課題を

発見・評価し、計画を立て社会資源を活用し、他と協働するなど実践者として課題解決に

あたることができる。 

 

5.コミュニケーション・スキルによる協調・協働 

 社会福祉・地域貢献に従事する者として、自己理解を深め、基本的なコミュニケーショ

ン・スキルを獲得し、他者の主張を尊重した人間関係を構築することができる。 

 

6.専門的知識・技能の総合的な活用 

 社会福祉・地域貢献にかかる専門的体系的な学修成果を踏まえ、自らが置かれた状況に

応じて、それらを総合的に実践できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 



  

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成

するために、次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。 

 

1.教育内容  

（1）4年間を通した学修の土台となる基礎教養系教育においては、必修科目「キリスト教

概論 I」を中心とした「人間理解基礎科目」をはじめ、「自己実現・自己表現関連科目」、

「専門基礎科目」の履修を通し、現代社会における広範な問題を理解するための基本的視

点・考え方を学びます。 

（2）「専門教育導入科目」では、初年次教育をとおし、大学への適応をはかり、大学にお

ける基本的な学習スキルと社会に出てからのコミュニケーション・スキルを修得します。

学習技術、コンピュータ技術、フィールドワーク、ボランティア活動などを通して、情報

収集を含むコミュニケーション能力と実践力の獲得をはかります。 

（3）コミュニケーション英語においては、習熟度に基づくクラス編成をなし、学生自身の

学修進度にあった英語を活用したコミュニケーション能力の育成をはかります。 

（4）社会福祉コース、精神保健福祉コース、介護支援コース、地域貢献コースに分けて教

育課程を設定します。現場で求められる知識・技能の修得のための専門教育科目を、1 年次

から 4年次にかけて分野別に体系性・順序性を考えて配置します。 

（5）社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士国家資格の受験資格に必要な科目を、1 年

次から体系的・系統的に配置します。 

 

2.教育方法  

（1）主体的な学びの力を高めるために、アクティブラーニングを取り入れた教育方法を専

門教育科目で実施します。 

（2）専門教育科目においては、教室外学修の課題を課す時期と課題の整合性・連続性をは

かり、形成的評価のために期中でのフィードバックを行います。 

（3）社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士資格のための国家試験や公務員採用試験の

合格に必要な知識を得ているかどうかを確認するために、到達度テストや模擬試験等を用

いて継続的なモニタリングを行います。 

（4）各学年において 1年間の学内外の学びを統合化し、個々の研究への関心を持続するた

めに、ゼミ担当教員の指導を受け、レポート・研究をまとめ発表します。 

（5）学年別に、ゼミ担当、学年主任、学年コーディネーター等の教員を配置し、教員間の

共通認識を形成しつつ、学生一人ひとりに応じた学修の個別支援を行います。 

 

3.教育評価  

（1）2年生終了時には、3年生へ進級するための進級要件を設けます。単位取得状況や GPA

評価によって自己の学修をふりかえり、3 年次からの教育科目を履修する基礎レベルが修

得できているかを確認します。 

（2）4 年間の学修成果は、卒業に必要な単位の修得状況と、「人間福祉専門演習 I・Ⅱ」

を通して作成された卒業研究の成果を用いて総合的に評価します。 

 

※GPA（Grade Point Average）とは、履修登録した授業科目の成績を S･A･B･C･Dで評価し，

それぞれに S=4，A=3，B=2，C=1，D=0の点数に置き換え、置き換えた点数に履修登録した

授業科目の単位数を掛け、その合計を履修登録した授業科目の総単位数で割った平均点数

です。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 



  

（概要） 

本学科は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程の編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知

識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人材を求めます。 

 

1.初等・中等教育課程における知識を幅広く修得している。 

 

2.人々の暮らしと社会のあり方に貢献する専門性の高い仕事に就く意欲がある。 

 

3.社会福祉・地域貢献等の領域における専門的な知識・技能を学修するための基盤となる

日本語運用力（文章読解力）や表現力（課題に応じた内容をまとめる力、文章を読んでま

とめる力）を身につけている。 

 

4.人々の暮らしと社会のあり方に関して、知識や情報を集め、筋道を立てて考え、他者に

伝える力がある。 

 

5.課外活動やボランティア活動等の経験があり、他の人たちと協働することや学習するこ

との意味を理解している。また、グループワークなどで、他の人たちと協力しながら、課

題をやり遂げる力がある。 

 

6.入学前教育として大学が求める課題に取り組み、成果を提出することができる。 

 

学部等名 教育学部 子ども教育学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/） 

（概要） 

 教育学及び保育学を基礎に幼児及び児童における今日的諸問題に対応できる理論と技術

について教授、研究し、幅広い教養及び深い専門的知識を基盤に教育、保育界に貢献し得

る人材を養成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 子ども教育学科（以下、「本学科」という）では、本学の課程を修め、128単位の単位取

得と必修等の条件を充たしたうえで、幅広い教養と教育学•保育学に関する深い専門知識・

技術を修得し、教育・保育専門職にふさわしい実践力の基礎を持った人材として、次の資

質を身につけた者に学位（学士（教育学））を授与します。 

 

1.自律的で意欲的な態度 

 倫理観に裏付けされた教育・保育観を持ち、実践に主体的・自律的に取り組み、その実

践を評価して、自らの課題を把握できる。 

 

2.社会や他者に能動的に貢献する姿勢 

 学校教育・保育に対する使命感・責任感、専門職として必要とされる実践力の基礎を身

につけ、社会や他者のために責任ある行動をとることができる。 

 

3.対象理解のためのチームワーク構築 

 教育・保育の専門職として、対象者の多様性や子どもの最善の利益を理解し、教育支援

の手立てを考え、地域・保護者・他職種等との連携・協働を行うことができる。 

 

4.問題発見・解決力の発揮 

 学校教育や保育の現場の諸課題を発見・理解し、問題解決に必要な知識や資源を活用し、



  

適切な方法を選択・計画し、行動することができる。 

 

5.コミュニケーション・スキルによる協調・協働 

 教員・保育者にふさわしい基本的なコミュニケーション・スキルを獲得し、他者との協

調や相手の立場を尊重した人間関係を構築することができる。 

 

6.専門的知識・技能の総合的な活用 

 教育学や保育学の体系的な知識や学修成果を踏まえ、自らが置かれた状況に応じて、そ

れらを総合的に活用することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ ポリシー）に掲げた目標を達成

するために、次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。

教育課程の体系を履修系統図でわかりやすく示します。 

 

1.教育内容  

（1）4年間を通した学修の土台となる基礎教養系教育においては、必修科目「キリスト教

概論Ⅰ」を中心とした「人間理解基礎科目」をはじめとして、「自己実現・自己表現関連

科目」、「専門基礎科学」の履修を通して、現代社会における広範な問題の理解のための

基本的視点・考え方を学びます。 

（2）「専門教育導入科目」では、初年次教育をとおし、大学への適応をはかり、大学にお

ける基本的な学習スキルと社会に出てからのコミュニケーション・スキルを修得します。

学習技術、コンピュータ技術の活用やフィールドワークなどを通して、情報収集を含むコ

ミュニケーション能力の獲得をはかります。 

（3）コミュニケーション英語においては、習熟度に基づくクラス編成をとり、定期的にテ

スト等を用いて習熟度を確認し、学生自身の学修進度にあった英語を活用したコミュニケ

ーション能力の育成をはかります。 

（4）学校教育や保育等の現場で求められる知識・技能の修得のための専門教育科目を、1

年次から 4年次にかけてコースや分野別に体系性・順序性を考えて配置します。  

（5）入学時に、小学校・中学校教諭コース、幼稚園教諭・保育士コースに分けて教育課程

を設定します。小学校・中学校教諭コースは義務教育の現場で、幼稚園教諭・保育士コー

スは幼児教育・保育・児童福祉等の現場で求められる知識・技能の修得のための専門教育

科目を、1年次から 4年次にかけて体系性・順序性を考えて配置します。  

（6）入学時のコースで取得可能な資格・免許が取得できるよう、保育士資格・幼稚園教諭

免許・小学校教諭免許・中学校教諭免許・社会福祉主事任用資格等の取得に必要な科目を、

1 年次から体系的・系統的に配置してキャリア教育をはかります。  

 

2.教育方法 

（1）主体的な学びの力を高めるために、アクティブラーニングを取り入れた教育方法を専

門教育科目で実施します。  

（2）専門教育科目の講義においては、資格取得のための学外実習など、教室外学修の課題

を課す時期と課題の整合性･連続性をはかり、形成的評価のために期中でのフィードバック

を行います。 

 

3.教育評価  

（1）2年生終了時には、それまでの専門必修科目の水準を修得し、後半学年の教科目を履

修する基礎レベルが修得できているかを確認する「進級要件」を設け、自己の学修をふり

かえる機会とします。 

（2）4 年間における学修成果のうち教職系科目については、各授業担当教員による評価と

各学年終了時での自己のふりかえりや GPA を踏まえ、4 年次後期科目の「教職実践演習」



  

などで学修状況の総括的評価を行います。 

 

※GPA(Grade Point Average)とは、履修登録した授業科目の成績を S･A･B･C･Dで評価し,そ

れぞれに S=4,A=3,B=2,C=1,D=0の点数に置き換え、置き換えた点数に履修登録した授業科

目の単位数を掛け、その合計を履修登録した授業科目の総単位数で割った平均点数です。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 本学科は、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知

識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人材を求めます。 

 

1.高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

 

2.教育・保育領域で専門性の高い仕事に就く意欲がある。 

 

3.教育や保育の専門的な知識・技能を学修するための基盤となる日本語運用力(文章読解

力)や表現力(課題に応じた内容をまとめる力、文章を読んでまとめる力など)を身につけて

いる。 

 

4.教育や保育に関する諸課題について、知識や情報をもとにして、筋道を立てて考え、そ

の結果を説明することができる。 

5.学校での学習や課外活動・ボランティア活動等の経験があり、他の人達と協働して活動

や学習をすることに進んで参加できる。また、グループワークなどで、他の人と協力しな

がら、課題をやり遂げる意欲がある。 

 

6.入学前教育として求められるレポート課題に最後まで取り組むことができる。 

 

学部等名 看護リハビリテーション学部 理学療法学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/） 

（概要） 

 理学療法における諸問題に対応できる理論と技術について教授、研究し、幅広い教養及

び深い専門的知識、技術を習得した医療技術者の養成をすることを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 理学療法学科（以下「本学科」という）では、本学科の課程を修め、129 単位の単位修得

と必須等の条件を充たしたうえで、幅広い教養と理学療法学に関する深い専門知識・技術

を修得し、理学療法士にふさわしい実践力の基礎を持った人材として、下記の資質を身に

つけた者に学位（学士（理学療法学））を授与します。 

 

1.自律的で意欲的な態度 

 倫理観に裏付けされた理学療法士としての医療・保健・福祉観を持ち、実践に主体的・

自律的に取り組み、加えてその実践を評価し、自らの課題を把握できる。 

 

2.社会や他者に能動的に貢献する姿勢 

 理学療法士として医療・保健・福祉に対する使命感・責任感、そして専門職として必要

とされる実践力の基礎を身につけ、社会や他者のために責任ある行動をとることができる。 

 

3.対象理解のためのチームワーク構築 



  

 理学療法士という医療・保健・福祉の専門職として、対象者の多様性や最善の利益を理

解し、理学療法を考えると共に、対象者の家族・他職種等との連携・協働を行なうことが

できる。 

 

4.問題発見・解決力の発揮 

 臨床における諸課題を発見・理解し、問題解決に必要な知識や資源を活用し、適切な方

法を選択・計画し、行動することが出来る。また、将来にわたり持続できる探求力を身に

着ける。 

 

5.コミュニケーション・スキルによる協調・協働 

 理学療法士としてふさわしい基本的コミュニケーション・スキルを獲得し、他者との協

調や相手の立場を尊重した人間関係を構築することができる。 

 

6.専門知識・技能の総合的な活用 

 理学療法学の体系的な知識や学修成果を踏まえ、自ら置かれた状況に応じて、それらを

総合的に活用することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成

するため、次のような教育内容と教育方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行いま

す。教育課程の体系を履修系統図で分かりやすく示します。 

 

1.教育内容  

（1）4年間を通して学修の土台となる基礎教養系教育においては、必修科目「キリスト教

概論Ⅰ」を中心とした「人間の理解」をはじめとして、「自己表現方法」、「社会の成り立

ち」、「生命の捉え方」、「医療場面の管理」の履修を通して、人間、命の尊厳、生きる権

利の尊重など医療を中心に、現代社会における広範な問題の理解のための基礎的視点・考

え方を学びます。 

（2）「基礎演習」では、初年次教育を通し、大学への適応をはかり、大学における基本的

な学習スキルと社会に出てからのコミュニケーション・スキルを修得する。学習技術、コ

ンピュータ技術、フィールドワークなどを通して、情報収集を含むコミュニケーション能

力の獲得をはかります。 

（3）コミュニケーション英語においては、習熟度に基づくクラス編成をとり、学生自身に

あった英語を活用したコミュニケーション能力の育成をはかります。 

（4）医療・保健・福祉分野など広く臨床の場で求められる知識・技能の修得のための専門

科目を、1年次から 4年次にかけて、体系的・順序性を考えて配置します。 

（5）学内の実習指導では、理学療法の知識・技術とともに、医療人としての倫理観、社会

人としての責任など臨床実習についての基本的姿勢を学びます。学外で実施される臨床実

習では、実習指導者の指導を受け、学んだ知識・技術が臨床でどのように用いられるかを

知り、実践できるように学びます。 

 

2.教育方法  

（1）主体的な学びの力を高めるために、アクティブラーニングを中心とした講義と少人数

グループ編成のゼミナール形式による授業を実施します。 

（2）臨床実習への対応では、小人数グループ編成のゼミナール形式による細やかな指導を

基本として、問題解決学習方法、OSCE等を実施しています。  

（3）学年別に、ゼミ担当教員を配置し、教員間の共通認識を形成しつつ、学生一人ひとり

に応じた学修の個別支援を行います。 

 

※OSCE（Objective Structured Clinical Examination）とは、理学療法士に必要な知識、



  

態度や技能について、実際に理学療法士が医療現場でおこなっている場面を設定して学生

の能力を高める試験です。 

 

3.教育評価  

（1）2年生終了時には、それまでの専門必修科目を修得し、後半学年の教科目を履修する

基礎が修得できているかを確認するために「進級要件」を設け、自己の学修をふりかえる

機会としています。 

（2）臨床実習など一部の科目では、それまでの専門科目の単位取得がないと履修できない

「履修要件」を設けている。 

（3）4年間における学習成果について、各指導教員による評価と各学年の GPAを踏まえ、

3 年次からの「理学療法研究（卒業研究）」や 4年次後期科目の「理学療法特講」で修学状

況の総括的評価を行なう。 

 

※GPA（Grade Point Average）とは、履修登録した授業科目の成績を S･A･B･C･Dで評価し,

それぞれに S=4,A=3,B=2,C=1,D=0 の点数に置き換え、置き換えた点数に履修登録した授業

科目の単位数を掛け、その合計を履修登録した授業科目の総単位数で割った平均点数です。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を養成するために次に掲げる、知識・

技能や能力、目的意識を備えた人材を求めます。 

 

1.高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

 

2.医療・保健・福祉に関心があり、理学療法士として社会貢献しようとする強い意志を持

っている。 

 

3.医療・保健・福祉分野に関係している理学療法（学）（知識・技能）を修学するための

基盤となる日本語運用力（文章解読力）や表現力（課題に応じた内容をまとめる力、文章

を読んでまとめる力など）を身につけている。 

 

4.課外活動やボランティア活動等の経験があり、他の人達と協働しての活動や学習を進ん

で出来る。また、グループワークなどで、他の人と協力しながら、課題をやり遂げる意欲

がある。 

 

5.理学療法士の仕事や理学療法士になるための学びについて理解しており、自らの健康状

態や生活習慣に対する管理ができている。 

 

学部等名 看護リハビリテーション学部 看護学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/） 

（概要） 

 保健・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員として、すべての人々の健

康の保持・増進並びに生活の質を考慮した看護が行える能力と諸問題を解決する知識、技

術を習得することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 



  

（概要） 

 看護学科（以下「本学科」という）では、本学科の課程を修め、125 単位の単位修得と必

修等の条件を満たしたうえで、幅広い教養と看護学に関する深い知識・技術・態度を修得

し、看護職にふさわしい実践力の基礎を持った人材として、下記の資質を身につけた者に

学位（学士（看護学））を授与します。 

 

1.自律的で意欲的な態度 

看護職に従事する者として、人間の尊厳と権利を尊重し擁護する立場を学び、豊かな人間

性と高い倫理観を身につけ、自己の看護観を育むことができる。また、専門職として主体

的、自律的に取り組み、看護の体質を探求することができる。 

 

2.社会や他者に能動的に貢献する姿勢 

看護職に従事する者として、健康の成り立ちは環境と人間の相互作用により成立すること

を理解し、社会に関する概念や理論、法規を学ぶことにより、人間を取り巻く環境を改善

することに寄与することができる。 

 

3.対象理解のためのチームワーク構築 

看護職に従事する者として、保健・医療・福祉の総合的な視野を持ち、チーム医療の一員

として、対象者の家族と多職種の連携・協働において、すべての人々の健康の保持・増進

並びに生活の質を考慮した看護を実践することができる。 

 

4.問題発見・解決力の発揮 

看護職に従事する者として、4年間にわたる「講義」「演習」「臨地実習」などから得られ

た知識、能力をもとに、幅広い視野を持ち、医療分野における専門職としての向上心をも

ち、自己啓発を続けることにより看護の課題解決に向けての実践に貢献することができる。 

 

5.コミュニケーション・スキルによる協調・協働 

看護職に従事する者として、自己理解を深め、基本的なコミュニケーション・スキルを獲

得し、他者の主張を尊重する人間関係を構築することができる。 

 

6.専門的知識・技能の総合的な活用 

看護職に従事する者として、科学的根拠に基づく看護過程を展開することができ、専門的

な知識・技能を統合させ、安全かつ適切に看護を実践することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成

するため、以下の教育内容と教育方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。

教育課程の体系を履修系統図で示します。 

 

1.教育内容  

（1）4 年間で 125 単位以上を修得する科目は、基礎教養系科目群と専門教育系科目群の 2

群に分類しています。 

（2）本学科のカリキュラムの特徴は、建学の理念である「神を畏れることは知識のはじめ

である」を基盤として、「人間」「環境」「福祉」「健康」「看護」「実践」の概念のもと

に構築しています。 

（3）4年間を通した学習の土台となる基礎教養系科目群は、「人間理解基礎科目」「自己

実現・自己表現関連科目」「専門基礎科学科目」そして「専門教育導入科目」の 4 つのカ

テゴリーに分け、履修を通して現代社会における広範な問題を理解するための基本的視点・

考え方を学び、またその後に続く専門教育科目を理解する基盤となります。 

（4）専門教育系科目群は総合科目群を含む 9つの領域に分けています。健康問題を抱えて



  

いる人を、基盤となる諸科学や人間に対する深い洞察に基づいて理解し、判断し、個々に

とって必要な看護のあり方を総合的に学びます。 

（5）本学科においては全学生が看護師課程のカリキュラムを履修しますが、保健師国家試

験受験資格取得を希望する学生は、2 年次に選抜試験を受けて看護師課程に加えて保健師

課程を選択できます。 

 

2.教育方法  

（1）一般に看護学の学習は、講義、演習、そして臨地実習と深化します。本学科において

は、学生は継続して学修し実践できるようなカリキュラムを工夫しています。その進度は

履修系統図で可視化しています。 

（2）主体的な学びの力を高めるために、専門教育科目ではアクティブラーニングを取り入

れています。 

（3）本学科の臨地実習においては全学生が「基本看護技術学修シート」（さまざまな看護

技術の体験記録表）を活用して、学修レベルを可視化することにより、継続し実践する意

義を体験できるよう工夫しています。 

（4）看護師、保健師国家試験合格に必要な知識を得ているかどうかを確認するため、到達

度テストや模擬試験等を用いて、継続的なモニタリングを行います。 

（5）学年別に、ゼミ担当教員を配置し、教員間の共通認識を形成しつつ、学生一人ひとり

に応じた学修の個別支援を行います。 

 

3.教育評価  

（1）各学年終了時には、基礎教養系科目群および専門教育系科目群の各教科目が一定の水

準を満たし、次学年の教科目を履修する基礎レベルが修得できているかを確認する「進級

要件」を設けています。これにより、自己の学修状況を振り返る機会となります。 

（2）4 年間の学修成果は、卒業に必要な単位の修得状況と、「看護学研究（ゼミナール）」

を通して作成された卒業研究の成果を用いて総合的に評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・

実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる

知識・技能、目的意識・意欲を備えた人材を求めます。 

 

1.いのちを尊ぶ心を備えている。  

 

2.高等学校の教育課程を偏りなく修得し、科学的思考に必要な基礎力を修得している。 

 

3.身近な社会の問題について、関心を持っている。 

 

4.コミュニケーション能力の基礎を有し、人と関わることが好きで、他の人と協同で課題

に取り組むことができる。  

 

5.継続して学びを深め、実践を楽しむことができる。  

 

6.自分に関心があり、自己を洞察ですることができる。 

 

学部等名 スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/） 



  

（概要） 

 スポーツ健康科学分野における教育・競技・健康・医学にまたがる諸科学の総合的な教

育研究を通して、スポーツや健康を科学的に研究し、科学的方法に基づくスポーツや心身

の健康に関する専門的な知識や技術を身に付けるとともに、幅広く深い教養と総合的な判

断力、豊かな人間性を兼ね備えた人材を養成することにより、広く社会に貢献することを

教育研究上の目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

スポーツ健康科学科（以下、「本学科」という）では、本学科の教育課程を修め、124単

位の単位取得と必修科目等の取得条件を満たした上で、幅広い教養とスポーツ科学・健康

科学に関する深い専門知識・技術を修得し、幅広い分野で活躍できるスポーツ指導者とし

ての専門職にふさわしい実践力の基礎を持った人材として、下記の資質を身に付けた者に

学位（学士（スポーツ健康科学））を授与します。 

（１）自律的で意欲的な態度 

   スポーツ指導者として倫理観に裏付けされたスポーツ観を持ち、実践に主体的・自

律的に取り組み、加えてその実践を評価し、自らの課題を把握できる。 

（２）社会や他者に能動的に貢献する姿勢 

   スポーツ指導者として使命感・責任感そして専門職として必要とされる実践力の基

礎を身につけ、社会や他者のために責任ある行動を取ることができる。 

（３）対象理解のためのチームワーク構築 

   スポーツ指導者という専門職として、対象者の多様性や最善の利益を理解し、健康

生活・スポーツ活動を考え、あらゆる場面において対象者の家族・他職種等との連携・

協働を行うことができる。 

（４）問題発見・解決力の発揮 

   ライフステージやスポーツ活動における諸問題を発見・理解し、その問題解決に必

要な知識や資源を活用し、適切な方法を選択・計画し、的確にスポーツ指導ができる。

さらに将来にわたり持続できる探究心を身につける。 

（５）コミュニケーション・スキルによる協調・協働 

   スポーツ指導者としてふさわしい基本的コミュニケーション・スキルを獲得し、他

者との協調や相手の立場を尊重した人間関係を構築することができる。 

（６）専門的知識・技能の総合的な活動 

   スポーツ健康科学に関する体系的な知識や学習成果を踏まえ、自らおかれた状況に

応じて、それらを総合的に活用することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成

するために、次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。 

 

１．教育内容 

（１）４年間を通した学修の土台となる基礎教養系教育においては、必修科目「キリスト

教概論Ⅰ」を中心とした「人間理解基礎科目」をはじめとして、「自己実現・自己表

現関連科目」、「専門基礎科学科目」の履修を通して、現代社会における広範な問題

の理解のための基本的視点・考え方を学びます。 

（２）「専門教育導入科目」では、初年次教育を通して、大学への適応をはかり、大学に

おける基本的な学修スキルと社会に出てからのコミュニケーション・スキルを修得し

ます。学修技術、コンピューター技術、フィールドワークなどを通して、情報収集を

含むコミュニケーション能力の獲得をはかります。 

（３）コミュニケーション英語においては、習熟度に基づくクラス編成をとり、定期的に

テスト等を用いて習熟度を確認し、学生自身の学修進度にあった英語を活用したコミ



  

ュニケーション能力の育成をはかります。 

（４）スポーツ指導者に求められる知識・技能の修得のため専門教育科目を、１年次から

４年次にかけてコースや分野別に体系性・順序性を考えて配置します。 

（５）保健体育（中学校、高等学校）の教員免許を取得する場合は、３年までに教育実習

を履修可能とする必要単位を修得しておく必要があります。 

 

２．教育方法 

（１）主体的な学びを高めるために、アクティブラーニングを取り入れた教育方法を専門

教育科目で実施します。 

（２）専門教育科目においては、教室外学修の課題を課す時期と課題の整合性・連続性を

はかり、形成的評価のために期中でのフィードバックを行います。 

 

３．教育評価 

（１）４年生の卒業研究により４年間の総合的評価を行います。 

（２）教職系科目については、各授業担当教員による評価と各学年終了時での自己のふり

かえりやＧＰＡを踏まえ、３年次の教育実習、４年次の教職実践演習などで学修状況

の総括的評価を行います。 

  ※ＧＰＡ（Grade Point Average）とは、履修登録した授業科目の成績を S･A･B･C･Dで

評価し，それぞれに S=4，A=3，B=2，C=1，D=0 の点数に置き換え、置き換えた点数に

履修登録した授業科目の単位数を掛け、その合計を履修登録した授業科目の総単位数

で割った平均点数です。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/policy/） 

（概要） 

 本学科では、スポーツを人間教育の基本としてとらえ、スポーツ科学及び健康科学に関

する知識・技能を伝授すると共に、地域社会及びスポーツ産業界、更には障がい者スポー

ツの関連分野等で活躍できる人材の養成を目指します。具体的には、高校時代までに下記

のような目的意識・意欲を備えた人を求めます。  

 

（１）保健体育の授業やクラブ活動での実践を通じて、スポーツ・健康科学に関心を持ち、

そのことを学びたいと考えている。 

（２）スポーツ用具や施設、メディアなど、スポーツ・健康産業に関心があり、その業界

の仕事に就く意欲がある。 

（３）スポーツの普及やそのサポートに対し、経営・運営の立場から、その活動を支える

ことに関心を抱いている。 

（４）地域のスポーツクラブや健康運動教室などで、目的に応じたスポーツ・健康指導を

行う専門家になりたい志がある。 

（５）スポーツ競技の実績があり、スポーツ選手として積極的に活動しようとする意欲が

ある。 

 

 

学部等名 人間福祉学部 人間福祉学科 通信教育課程 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/about/policy.html） 

（概要） 

 社会福祉における諸問題に対応できる理論と技術について教授、研究し、幅広い教養、

深い専門的知識を基盤に福祉社会に貢献し得る人材養成及び生涯学習機会を提供すること

を目的とする。 



  

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/about/policy.html） 

（概要） 

 人間福祉学科通信教育課程（以下「本学科」という）では、本学の課程を修め、124単位

の単位修得と必修等の条件を満たしたうえで、幅広い教養と社会福祉学並びに精神保健福

祉学の専門知識・技術を修得し、社会福祉専門職や精神保健福祉専門職にふさわしい実践

力や応用力の基礎を持った人材として、下記の資質を身につけた者に学位（学士（人間福

祉学））を授与します。  

 

1. 自律的で意欲的な態度  

 倫理観に裏打ちされた社会観・福祉観を持ち、実践に主体的・自律的に取り組み、その

実践を評価し、自らの課題を把握できる。 

 

2. 社会や他者に能動的に貢献する姿勢  

 社会福祉並びに精神保健福祉に対する使命感・責任感、福祉専門職や精神保健福祉専門

職として必要とされる実践力の基礎を身につけ、社会や他者のために責任ある行動をとる

ことができる。 

 

3. 対象理解のためのチームワーク構築  

 福祉専門職や精神保健福祉専門職として、利用者の多様性や最善の利益を理解し、福祉

支援の手立てを考え、地域・施設・他職種との連携・協働を行うことができる。 

 

4. 問題発見・解決力の発揮  

 福祉社会における諸課題を発見・理解し、問題解決に必要な知識や資源を利用し、適切

な方法を選択・計画し、行動することができる。 

 

5. コミュニケーション・スキルによる協調・協働  

 福祉専門職や精神保健福祉専門職にふさわしい基本的なコミュニケーション・スキルを

獲得し、他者との協調や相手の立場を尊重した人間関係を構築することができる。 

 

6. 専門的知識・技能の総合的な活用  

 社会福祉学や精神保健福祉学の体系的な知識や学修成果を踏まえ、自らが置かれた状況

に応じて、それらを総合的に活用することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/about/policy.html） 

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成

するために、次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。  

 

1. 教育内容  

(1)４年間を通した学修の土台となる基礎教養系教育においては、必修科目「キリスト教概

論」を中心とした「人間理解基礎科目」をはじめとして、「自己実現・自己表現関連科目」、

「専門基礎科学科目」の履修を通して、現代社会における広範な問題の理解のための基本

的視点・考え方を学びます。 

(2)基礎教養系教育ではさらに、必修科目「課題研究Ⅰ・Ⅱ」を通して、レポートの作成方

法などを中心に、本学科における学修に必要となる基本的な学修スキルを修得します。 

(3)社会福祉や精神保健福祉などの現場で求められる知識・技能の修得のための専門教育科

目を、1年次から 4 年次にかけて体系性・順序性を考えて配置します。 

(4)希望する資格・免許に連動したコースを設置し、資格・免許が取得できるよう、社会福

祉士国家試験受験資格・精神保健福祉士国家試験受験資格・認定心理士等の取得に必要な

科目を、体系性・順序性を考えて履修モデルで示します。 



  

 

2. 教育方法  

(1)印刷教材による授業では、教科書と学修の手引きを使用して課題に取り組み、担当教員

の添削を受けることにより学修します。面接授業では、スクーリングとして担当教員から

直接対面授業を受けることにより学修します。放送授業では、インターネットを利用して

授業を視聴することにより学修します。また、必修科目「社会福祉概論」等は、学びを深

めるために、印刷教材による授業と面接授業を併用した学修をします。 

(2)スクーリングは、学生の利便性を考慮し、複数の日程及び会場を設定します。また、さ

らに利便性を考慮し、一部の科目は放送授業で開講します。 

(3)学外実習では、実習を行うために必要な知識・技能の修得の確認のために実習の履修要

件を設定します。 

 

3. 教育評価  

(1)印刷教材による授業では、課題毎に項目別評価を設定し、各課題で必要とする項目の達

成度で評価し、課題の合格後に科目修了試験により最終的に評価します。また、項目別評

価を確認することにより、自己の学修をふりかえる機会とします。 

(2)面接授業では、集中講義によるスクーリングを行い、当該スクーリング終了後の修了試

験により評価します。また、放送授業では、学んだ知識の定着を図るために全講義時間中

に計 5回の小テストを実施した上で、科目修了試験を実施することで評価します。 

(3)印刷教材による授業と面接授業を併用した授業では、印刷教材による授業の課題合格後

に集中講義によるスクーリングを行い、当該スクーリング終了後の修了試験により最終的

に評価します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/about/policy.html） 

（概要） 

 本学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・

実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める人材を養成するために、次に掲げる知識・

技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求めます。 

 

1.高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

 

2.社会福祉や精神保健福祉、ないしはそれらの関連領域で専門性の高い仕事に就く意欲が

ある。 

 

3.社会福祉や精神保健福祉、ないしはそれらの関連領域における専門的な知識・技能を学

修するための基盤となる日本語運用力（文章読解力）や表現力（課題に応じた内容をまと

める力、文章を読んでまとめる力）を身につけている。 

 

4.人間・福祉・社会に関する諸問題について、知識や情報をもとにして、筋道を立てて考

え、その結果を説明することができる。 

 

5.ボランティア活動等の経験があり、他の人たちと協働して活動や学習をすることに進ん

で参加できる。また、スクーリング時のグループワークなどで、他の人たちと協力しなが

ら、課題をやり遂げる意欲がある。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/department/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

人間福祉学部 

人間福祉学科 
－ 

11人 4人 4人 1人 0人 20人 

教育学部 

子ども教育学科 
－ 

11人 4人 1人 1人 0人 17人 

看護リハビリテーショ

ン学部 

理学療法学科 

－ 

6人 4人 2人 2人 1人 15人 

看護リハビリテーショ

ン学部 

看護学科 

－ 

11人 10人 3人 1人 1人 26人 

スポーツ健康科学部 

スポーツ健康科学科 
－ 

6人 2人 2人 2人 0人 12人 

留学生別科 － 0人 0人 1人 1人 2人 4人 

その他 － 2人 1人 0人 0人 0人 3人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1人 

276人 

（昼間学部等：141人、通信制：135人） 277人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

大学公式ホームページに｢教員情報｣を掲載し、公表している。 

ＵＲＬ：https://www.chubu-gu.ac.jp/teachers/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間福祉学部 100人 86人 86.0％ 430人 361人 84.0％ 15人 1人 

教育学部 
80人 70人 

 

87.5％ 340人 280人 82.4％ 10人 1人 

看護リハビリ

テーション学

部 

理学療法学科 60人 62人 103.3％ 240人 218人 90.8％ 人 人 

看護リハビリ

テーション学

部 

看護学科 80人 78人 97.5％ 320人 296人 92.5％ 人 人 

スポーツ健康

科学部 80人 86人 107.5％ 320人 324人 

 

101.3％ 人 人 

合計 400人 382人 95.5％ 1,650人 1,479人 89.6％ 25人 2人 



  

（備考） 

 

a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間福祉学部 

人間福祉学科 

通信教育課程 100人 76人 76.0％ 1,000人 618人 61.8％ 300人 99人 

合計 100人 76人 76.0％ 1,000人 618人 61.8％ 300人 99人 

（備考）人間福祉学部人間福祉学科通信教育課程は、便宜上、表を分けて記載している。 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間福祉学部 
103人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

97人 

（  94.2％） 

6人 

（  5.8％） 

教育学部 66人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

65人 

（  98.5％） 

1人 

（  1.5％） 

看護リハビリ

テーション学

部 

理学療法学科 

46人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

46人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

看護リハビリ

テーション学

部 

看護学科 

72人 

（100％） 

1人 

（  1.4％） 

69人 

（  95.8％） 

2人 

（  2.8％） 

スポーツ健康

科学部 

73人 

（100％） 

1人 

（  1.4％） 

71人 

（  97.3％） 

1人 

（  1.4％） 

合計 
360人 

（100％） 

2人 

（  0.6％） 

348人 

（  96.7％） 

10人 

（  2.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間福祉学部 
110人 

（100％） 

94人 

（  85.5％） 

2人 

（  1.8％） 

7人 

（  6.4％） 

7人 

（  6.4％） 

教育学部 
73人 

（100％） 

66人 

（  90.4％） 

3人 

（  4.1％） 

4人 

（  5.5％） 

0人 

（  0％） 

看護リハビリ

テーション学

部 

理学療法学科 

58人 

（100％） 

44人 

（  75.9％） 

1人 

（  1.7％） 

12人 

（  20.7％） 

1人 

（  1.7％） 

看護リハビリ

テーション学

部 

看護学科 

84人 

（100％） 

71人 

（  84.5％） 

1人 

（  1.2％） 

11人 

（  13.1％） 

1人 

（  1.2％） 

スポーツ健康

科学部 

83人 

（100％） 

70人 

（  84.3％） 

3人 

（  3.6％） 

9人 

（  10.8％） 

1人 

（  1.2％） 

合計 
408人 

（100％） 

345人 

（  84.6％） 

10人 

（  2.5％） 

43人 

（  10.5％） 

10人 

（  2.5％） 

（備考） 

 教育学部から１人、看護リハビリテーション学部理学療法学科から４人、看護リハビリテーション学

部看護学科から１人、スポーツ健康科学部から１人が、人間福祉学部へ転部している。 

 
c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人間福祉学部 

人間福祉学科 

通信教育課程 

50人 

（100％） 

17人 

（  34.0％） 

12人 

（  24.0％） 

17人 

（  34.0％） 

4人 

（  8.0％） 

合計 
50人 

（100％） 

17人 

（  34.0％） 

12人 

（  24.0％） 

17人 

（  34.0％） 

4人 

（  8.0％） 

（備考） 

 人間福祉学部人間福祉学科通信教育課程は、社会人学生が大半を占めており、修業年限にとらわれな

い長期履修を前提としている。 

 本申請書においては通信教育課程の特性を踏まえ、通学課程とは区別して記載している。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

【様式第２号の３を参照】 

https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/ 

 

(通信教育課程) 

https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/downloads/202504_guide1/ 

https://tsushin.chubu-gu.ac.jp/downloads/202504_guide2/ 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 
【様式第２号の３を参照】 

https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/ 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間福祉学部 

人間福祉学科 124単位 有・無 42単位 

人間福祉学科 

通信教育課程 
124単位 有・無 65単位 

教育学部 子ども教育学科 128単位 有・無 43単位 

看護リハビリテー

ション学部 

理学療法学科 129単位 有・無 49単位 

看護学科 125単位 有・無 45単位 

スポーツ健康科学

部 

スポーツ健康科学

科 
124単位 有・無 43単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/ 

 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間福祉

学部 

人間福祉

学科 
600,000円 300,000 円 457,500円 施設設備資金、教育充実費 

人間福祉

学科 

通信教育

課程 

基本授業料： 

31,000円 

履修授業料： 

１単位 5,000円 

スクーリング料： 

 1単位 5,000円 

20,000 円 0円  

※計 31,000円～

356,000円 

+ 

スクーリング料： 

1単位 5,000円 

   

教育学部 
子ども教

育学科 
600,000円 300,000 円 457,500円 施設設備資金、教育充実費 

看護リハ

ビリテー

ション学

部 

理学療法

学科 
800,000円 300,000 円 677,500円 

施設設備資金、教育充実費、 

実習費 

看護学科 800,000円 300,000 円 677,500円 
施設設備資金、教育充実費、 

実習費 

スポーツ

健康科学

部 

スポーツ

健康科学

科 

600,000円 300,000 円 457,500円 施設設備資金、教育充実費 

※通信教育課程の授業料について 

 本通信教育課程は、社会人学生が大半を占めるため修業年限を超えた在籍期間を、ある程度想定してい

る。このため毎年度の履修単位数に応じた学費を支払う「単位制学費制度」を設けている。 

 このため、当該年度の履修登録単位が 10 単位以下等、僅少となる可能性も想定され、この場合、学費

も僅少となる。 

 したがって、上記の「授業料(年間)」は最低単位から履修上限単位数までの授業料額を記載した。なお、

スクーリング料については、スクーリングの受講の有無によって学費が変動するため本合計には算入して

いない。 
 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学(通学課程)では各学年に教員１人当たり 10 名程度の履修者によるゼミナール科目を

開講し、高等教育に必要な導入教育から卒業研究までの総合的な学びを行うと同時に、担当教

員はクラス担任としての役割も担っている。その上で、ゼミナール担当教員は、学内の各機関 

(学生支援委員会、学生課、保健室、教務課、会計課等) との連携を図り学生への修学支援を行

っている。 

具体的には、中途退学を抑止するため学生の成績状況や出席状況を学内全体で把握するポー

タルシステムを導入し、学生の成績低下や欠席が続くなど退学の前兆を早期に捉えることに努

めている。また、オフィスアワーを設けて、適時に学生・学習相談等に対応する体制を整備し

ている。その他、日本学生支援機構奨学金の他、本学独自の奨学金制度等を設けて、学生課が

窓口となり、必要な修学支援を行っている。 

 通信教育課程においては、入学初期段階に受講させるゼミナール科目「課題研究」を開講

し、「読む力」「書く力」「まとめの方法」「調べる方法」を学ぶ。また、演習・実験科目等で

は、スクーリング受講人数を限定(10～20 名程度)するなど、少人数でのスクーリング開講を

している。また、専用の WEB ポータル「チューナビ(Chu-Navi)」を導入し、学習計画の管

理や学生同士における情報交換の場を設けている他、スクーリング開講地あるいはオンライ

ンシステムにおいて「学習相談会」を開催するなど修学支援を行っている。 



  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

進路選択に係る支援は、学内キャリア支援センターが担い、従来の就職指導の枠にとらわ

れない、進路意識の涵養や社会人として必要となる基礎的なスキル、さらには公務員試験対

策等、卒業後を見据えた知識・技能を修得させることを目標に据えている。 

本学の「キャリア支援」機能は 「就職ガイダンス」「個別面談」や「学内仕事相談会」の

他、インターンシップ等の各事業により構成している。 

具体的には、進路意識の涵養やモチベーション高揚に向けて、3年生(通学課程)を対象と

して、“幸せな人生を送るために”をテーマに自身のライフプランを考える科目「仕事と人

生」(2単位)を開講し、各界から講師を招き多様なアプローチによる講義を行う他、「模擬

面接」、「履歴書添削」、「就職模試」から就職活動の実践方法まで修得させる。また、公

務員対策講座等のキャリア支援講座・基礎学力向上講座等を別途開講し、学生の主体的な参

加を促している。さらに、様々な情報ツールを活用した就職・キャリア関連情報の提供や窓

口相談等を行っている。 

なお、社会人学生が多くを占める通信教育課程においても就職希望者に対しては、同様のサ

ポートを行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康等に関する支援は、学内の保健室が相談窓口（インテーカー）としての

役割を担う等、中核機能を果たしている。保健室には、専門職員(看護師)が常駐し、学生の

身体的・精神的な面での健康管理、健康指導、健康管理サポートを行う。学生が抱える人間

関係、生活上の諸問題、健康や学業での悩み等々、学生の相談内容を踏まえて、保健室が調

整役となり、学内のカウンセラー、学生支援委員会（相談員）と連携しながら状況に応じ、

医療機関、外部支援機関に繋げる。また、年１回全学生対象に健康診断を実施し、疾病の予

防、早期発見、早期治療に繋げている。さらに、本学では、「キャンパス内全面禁煙」を方

針として、禁煙指導の徹底を行なっている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.chubu-gu.ac.jp/disclosure/eduinfo/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　0　人） （　　　　0　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

－人（　0　）人

203人（　15　）人

46人 51人

内
訳

第Ⅲ区分 41人 26人

（うち多子世帯） （　　　　0　人） （　　　　0　人）

（うち多子世帯） （　　　　0　人） （　　　　0　人）

第Ⅱ区分

－人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F121310106070

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

201人（　15　）人

後半期

190人（　14　）人

99人

14人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

中部学院大学

学校法人岐阜済美学院

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
193人（　－　）人

98人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

－人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

－人 人 人

人 人

0人 人 人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 人 人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人
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